
デジボーグ７７ＥＤⅡ，１０１ＥＤⅡ  　ＬＭＦ－１組み合わせ例

８０φＬ２０５ｍｍ鏡筒 [７８００] ドローチューブホルダー [７７４９]

ＬＭＦ－１
[９８６８] ２インチホルダーＬ

[７５０９]

１.４倍テレコンバーターＤＧ/ＧＲ
[７２１４ / ７２１５]

カメラマウントホルダーＭ
[７０００]

各社用カメラマウント※１

レンズ交換式
カメラボディ
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１.４倍テレコンバーターＤＧを使
用する場合は、レンズの焦点距離
に応じてチューブを前後させます。
７７ＥＤⅡの場合はｆ＝５１０
なので、左図のように５００の目
盛り線が丁度隠れるくらいの位置
へチューブを合わせます。
１０１ＥＤⅡの場合はチューブを
最も縮めた状態にします。

１.４倍テレコンバーターＧＲは、
テレコンバーターＤＧと目盛りが
異なります。
７７ＥＤⅡの場合は、左図のよう
に５００の文字が隠れるくらいの
位置へチューブを合わせます。
１０１ＥＤⅡの場合はｆ＝６４０
なので、６４０の目盛線に合わせ
ます。

カメラ三脚

○７７ＥＤⅡの場合
７２１４未使用時　５１０ｍｍＦ６.６
７２１４　使用時　７１４ｍｍＦ９.３

○１０１ＥＤⅡの場合
７２１４未使用時　６４０ｍｍＦ６.３
７２１４　使用時　８９６ｍｍＦ８.９

オプションの８０φ鏡筒バンド
[５５０１]，[５５０３]，[９１５９]

ファインダー台座Ｎ

● ピントの合わせ方
　 １）ドローチューブホルダー[７７４９]のロックネジを緩めます。
　 ２）ドローチューブを前後に動かしてピントを調節します。
　 ３）ピントがほぼ合ったら、ロックネジを軽く締めます。
　　　（強く締めるとねじ山が破損する恐れがありますのでご注意下さい）
　 ４）ＬＭＦ－１[９８６８]を使用してピントを調整します。

※１フォーサーズ・マイクロフォーサーズ・SONY NEXのカメラを使用する際は
　　延長筒が必要となります。詳しくは、下の組み合わせ図をご覧下さい。

Ｍ５７回転装置ＤＸ
[７３５２]

ＢＯＲＧ１０１ＥＤⅡ対物レンズ「
ｆ＝６４０ｍｍ Ｆ６.３
[２１０５]

ＢＯＲＧ７７ＥＤⅡ対物レンズ
ｆ＝５１０ｍｍ Ｆ６.６　
[２１７８]　　　　　

カメラの向きとＬＭＦ－１の
ハンドルの向きを調整できます。

●７７ＥＤⅡや１０１ＥＤⅡで、ヘリコイドＭ [７８３５]の代わりにＬＭＦ－１ [９８６８]を使用する場合の組み合わせ例です。
　ヘリコイドＭに比べてＬＭＦ－１は、重いアクセサリーを装着しても動きが渋くなることは無く、極めて正確なピント調整が可能です。
　ＬＭＦ－１に同封されている説明書をよく読んでご使用下さい。

１.４倍テレコンバーターＤＧ [７２１４] を使用する場合

１.４倍テレコンバーターＧＲ [７２１５] を使用する場合

焦点距離・Ｆ値は
テレコンバーターＤＧと同様
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※１.４倍テレコンバーターＧＲ [７２１５] は外径の寸法上、Ｍ５７回転装置ＤＸの直後には接続できません。

最終更新日：2011/04/11


